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本研究では混雑情報の提供による駅の混雑解消を最終的な目的とする。大都市の朝の通勤ラ

ッシュ時において、駅ホームと車内はかなり混雑する。とりわけ、乗客の流動は、各車両の混み具

合に大きく影響している。また、電車の運営側も、効率的な運営や安全確保のために各車両の乗

客人数の偏りに注目している。そこで、駅ホームにおいて、携帯端末や駅アナウンサなどを用いて

リアルタイムな車両混雑情報提供による混雑解消の対策を提案する。しかし、交通渋滞の情報を

得て、多くの人が進路を変更することにより、そこでまた渋滞が生じる。つまり、情報提供は、慎重

に検討しないとかえって渋滞を助長する可能性がある。しかし、毎日膨大な人数が利用している

駅において、さまざまな実験を実際に行うことは極めて困難である。 
本研究ではコンピュータシミュレーションを用い、駅における乗客の行動を再現する。すなわち、

駅構内に対応する仮想の空間を PC上に作り、多岐に渡る条件の下で、マルチエージェント
シミュレーションを実行する。そこで、混雑情報が提供される場合、全体としてどのような変化が

発生するか、何割の乗客に情報を提供したら全体の振る舞いを最適化できるのか、また、混雑情

報を提供するタイミングの違いによって、混み具合はどう変化するかを明らかにする。 

本研究ではこの目的で artisocというシミュレータで駅の基本的な環境を構築した。実験

の環境全体を図 1 に示す。乗客エージェントは、左端から、他の乗客エージェントをお互いに避け

ながら、右端の最終目的地である乗車位置へ移動する。途中で 1 回中間目的地を選択する。中間

目的地は改札口である。改札口を通過してから、最終目的地として乗車位置を選択する。本研究

では、乗客全体を情報持つ乗客と持たない情報に分ける。これは現実には，スマートホンなどで混

雑情報を得ることのできる乗客とそうでない乗客に対応する。情報を持った乗客は空いている改札

口を中間目的地とし、情報を持たない乗客は最も近い改札口を中間目的地とする。改札口を通過

後、情報を持った乗客は空いている乗車位置を最終目的地とし，情報を持たない乗客は最も近い

乗車位置を最終目的地とする。 
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異なる状況を想定して、2回の実験を行った。実験１では情報提供のタイミングを一定と
し、情報を所持する乗客の割合が全体の 0%、10%、40%、70%、100%としたとき、それぞ
れの場合について、乗客の混み具合はどのように変化するかまた何割の乗客に情報を提供し

たら、もっとも最適なのかを検証する。実験 2では情報の所持率を一定とし、情報提供のタイ
ミングを、乗車位置に達するまでの残り時間が 5、25、45、65に変えたとき、乗客の混み
具合がどうのように変化するかを検証する。 
情報提供のタイミングを乗車位置に達するまでの残り時間 25としたときの実験 1の結果

を図 2 に示す。その他のタイミングでも大きな違いはなく、これらの実験結果より、情報
提供のタイミングが一定の時には、情報所持率が高ければ高いほど、混み具合が解消され

ると言えそうである。しかし、殆どの場合において、情報所持率が 40%を越えると、混雑度合い

に大差が生じないことも分かった。 

図  1 実験環境  

図  2 実験 1 の結果（情報提供のタイミングが 25 の場合）  
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実験 2 の結果より、乗客の発生率と情報所持率が一定の時に、混雑情報を提供するタイ
ミングが異なっても、混雑の込み具合には顕著な違いが見られなかった。だが、混雑情報所持

率が 10%で、乗車するまでの時間が 25 と 45 の時に、混み具合が高くなったことが分かった。
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